
当院で手術を考えている患者様とご家族の方に

さいたま市立病院小児外科では、手術は原則としまして安全、感染管理のため入院、全身麻酔下に行

っています。 

入院の一例：  ２泊３日の場合

              入院  手術  退院 

月   火  PM  水  

               火   水 AM,PM  木 

               木   金 AM,PM  土  

*入院した日に麻酔科の診察があります。手術後は全身麻酔の影響などの観察を行うため、日帰り手術

は行っていません。 

*入院日が国民の休日にあたる場合は手続きできませんので、その前日に入院していただきます。この

場合は、希望により入院手続きをとったあと、外泊していただいても構いません。手術前日の午後に病

院に戻ってきて下さい。 

*退院は、休日、土、日曜も可能です。退院は朝の診察で創部のチェックを行い決定しますが、朝早くに

診察できないこともありますのでご了承ください。 

術前検査：予定された手術の約１週間前（前２週間以内）に、全身麻酔を安全に行うための検査をうけて

いただきます。血液検査、胸部レントゲン撮影、心電図です。検査が終わり次第、帰宅可能です。血液

型は手術時に輸血を必要とすることはまずないことと、２～３歳頃までは確定しないため、基本的には検

査していません。 

手術までの注意 

*喘息など基礎疾患のある場合は、あらかじめ小児科医による診察

をうけ、全身麻酔にむけて体調を整えていただきます。当院と連絡

可能であれば、かかりつけの小児科でもかまいません。 

*予防接種は３週間前までにすませてください。 

入院 

*入院直前に高熱（３８度以上）が出たり、風邪症状がひどい場合、全身麻酔がかけられないことがあり

ますので連絡してください。敏感なお子さんは入院しただけでも発熱することがあり、手術当日の様子で

最終判断をすることもあります。 

*病棟は、西２階の小児病棟です。面会時間は、保護者の方は午前９時から午後９時まで可能です。一

般の方の面会は午後3時から午後7時までです。なお、15歳以下の方の面会はご遠慮いただいていま

す。事情がある場合はできるだけご希望に応じたいと考えておりますので、看護師とご相談ください。 

*付き添いをご希望される場合は個室となります。（差額料金あり） 



手術について 

手術については別途詳しく医師より説明をうけてください。 

全身麻酔は小児に対して最も安全性が高く、精神心理的な負担も少ない麻酔です。当院では経験豊富

な麻酔科医が担当いたします。麻酔については手術前日に麻酔科医より詳しい説明があります。（別の

説明書もあります） 本人への説明は、看護師の作成した絵本が病棟に準備してありますので参考にし

て下さい。 

また、手術は外来で説明した医師が基本的に担当いたしますが、病棟では他の小児外科医師も含めた

チームで担当しますので、ご了解ください。 

手術後

術後麻酔からの覚醒は個人差があります。手術直後から退院当日は多少食欲が低下することが多いよ

うです。日常生活は可能で、ベッド上安静は必要ありませんが、無理せず麻酔、手術からの回復を図り

ましょう。 

熱は 38 度程度まで上がることがありますが、風邪症状がなく元気であればそのまま様子をみます。 

退院したら 

当日はご自宅でゆっくり休ませて下さい。手術からの回復には個人差がありますが、1～2 日でもとの元

気に戻るのが普通です。年齢の大きいお子さんの方が痛みを訴えることが多いですが、適宜痛み止め

を使用しても構いません。 

通園、通学に関しても個人差があります。痛みがなければ可能ですが、安静を保つのが難しければ休

養が望ましいこともあります。本人の様子で保護者のかたの判断で通園通学を始めても構いません。 

運動は、創部をこすったり、お腹に力の加わる動作は基本的には約 2～3 週間避けて下さい。（鉄棒、自

転車をこぐ、体のぶつかり合うスポーツ、重いものを持ち上げる、転んでお腹を打つなどに気をつけて下

さい） 

創部はできるかぎり溶ける糸で縫合します（緊急の場合や手術の内容によって変わります）。腹部の創

はﾃｰﾌﾟで固定して、さらに医療用防水ﾃｰﾌﾟで保護するようにしています。熱がなければシャワー浴は可

能です。湯船につかるのは初回の外来まで待ってください。テープがはがれたらお手持ちのものを使用

しても構いません。消毒は必要ありません。こちらも手術内容によって変わりますので、医師や看護師

の指示を仰いでください。 

予防接種を行う場合は、手術後３週間以降にしてください。 

外来診察 

手術後外来診察を行っています。都合などで多少前後しても構いません。まれですが、創の縫合糸の

感染、異物反応がおこることがありますので、創部が赤く腫れるなどの症状があれば受診してください。 

その他問題が生じた場合は、是非来院するか、連絡してください。また、数年後に手術の結果について

調査を行うことがあります。ご協力よろしくお願いいたします。 

さいたま市立病院小児外科 大野通暢、入江理絵、吉田史子、中野美和子、遠藤昌夫 

〒 336-8522 さいたま市緑区三室 2460 電話：048-873-4111 


